
水田寛： 中断と再開
H i r o s h i  M i z u t a :  I n t e r r u p t i o n  a n d  R e s u m p t i o n

【展覧会概要】
展覧会タイトル  ： 水田寛「中断と再開」
会　期 ： 2015年6月9日（火）～7月18日（土）  ＊日・月・祝休廊　 
会　場 ： アートコートギャラリー ［〒530-0042 大阪市北区天満橋1-8-5 OAPアートコート1F］
開廊時間 ： 11:00 ～ 19:00 （土曜日 11:00 ～17:00）　

主催： アートコートギャラリー（株式会社八木アートマネジメント）｜ 協賛： 三菱地所株式会社、三菱マテリアル株式会社 、三菱地所プロパティマネジメント株式会社

【お問い合わせ】  アートコートギャラリー [ 八木・清澤 ]   ※ビジュアル資料ご希望の方は、お気軽にお問合せ下さい。
〒530-0042 大阪市北区天満橋 1-8-5 OAPアートコート1Ｆ   TEL:06-6354-5444 　FAX:06-6354-5449 E-mail:info@artcourtgallery.com 　URL:www.artcourtgallery.com
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　◆ 関連イベント ◆
　6月27日（土） 
　15:00 ～ 16:00 ・・・ 鼎談 ［潮江宏三（京都市美術館 館長） × 水田寛 × 新平誠洙（個展同時開催）］
　16:00 ～ 17:00 ・・・ レセプション
　＊鼎談は要予約（Email: info@artcourtgallery.com または Tel: 06-6354-5444）　＊鼎談・レセプションともに参加費無料

　水田寛は2008年に京都市立芸術大学大学院を修了。ベランダが規則的に並ぶマンシ
ョンや何台もの車が連なる道路など、都市の風景を独自の描写力と色彩感覚によって描
き出した絵画で注目され、MOTアニュアル（東京都現代美術館）やVOCA展（上野の森美
術館）などへの参加を通じ、つねに精力的に制作・発表を重ねてきました。
　モチーフの限定的な選択や色調のコントロールなど、画面全体に対する綿密な構成意
識のもとに制作をおこなってきた水田ですが、近年は、これまで描いてきたモチーフに衣服
や食べ物、人物といった対象が加わり、それらの断片が現実的なスケールや意味の区切
りを超えて融合する有機的な画面、中断されたイメージが別のイメージと繋がることで再
開される複合的な絵画表現を展開しています。
　なかでも、絵の一部を切り取り、別の絵の一部と縫い合わせ、その上に新たなイメージを
描き重ねる作品シリーズでは、中断と再開の構造が重層化されます。イメージどうしの相
互作用と作家の意図が拮抗しながら組み上げられた画面において、カンヴァスの縫い目は
画面の領域を区切りながら繋げ、新たに描かれるイメージはひとつの領域を分断する一
方で領域間を越境し接続してゆきます。そこではまた、描く／観るという行為も多層的な中
断と再開の連鎖に取り込まれています。
　多様なイメージが秩序と無秩序の狭間で積み重なり、同時多発的に中断と再開を繰り
広げる画面̶̶̶。そこでは、都市の風景を切り取り、その均質な外観に潜む歪みを提示
してきた水田の絵画世界が、都市の内側に息づく私的で雑多な日常、そして風景と風景が
繋がり合い形成される都市全体の胎動という、微視的かつ巨視的な次元へと拡張され、
濃密なエネルギーを獲得しています。
　その根底には、自らが日々経験している流動的で複雑な視覚世界のありのままの姿に
向き合い、絵を描くという行為を特別なものではなく、生を紡ぎだす日常的な営みと同等に
軽やかで、なおかつ重みのあるものとして実現しようとする作家の姿勢を見て取ることがで
きます。こうした水田の表現に接し、その絵画世界を深い実感とともに体験するとき、私た
ちの知覚もまた、絶えず変容する動的な世界の様相へと開かれてゆくことでしょう。
　本展は、2008年、2010年につづいて約５年ぶりとなる当廊での個展となります。水田寛
による現在進行形の作品世界をご堪能いただければ幸いです。同時開催の新平誠洙展と
の競演もどうぞご期待ください。

Image: 水田寛《編む男》 2015／h 189 × w 60 cm／キャンバス、油彩、糸



【お問い合わせ】  アートコートギャラリー [ 八木・清澤 ]   ※ビジュアル資料ご希望の方は、お気軽にお問合せ下さい。
〒530-0042 大阪市北区天満橋 1-8-5 OAPアートコート1Ｆ   TEL:06-6354-5444 　FAX:06-6354-5449 E-mail:info@artcourtgallery.com 　URL:www.artcourtgallery.com
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【作家ステイトメント】

中断と再開

　ものごとを進めて行く中で、意に反してその進行を一時中断しなければならない場合、頭の中で思い描いていた理想的な流れと、現状との
間に生じた差は、時に不愉快なものかもしれません。例えば、なにかの報告書を書いていても、ビデオで映画を観ていても、絵を描いていても、
車を運転していても、野菜炒めを作っていても、どんなことをしていても途中で邪魔が入って途切れてしまうのは嫌なものです。
　また、一度途切れたことを再開する際、以前のところからきれいに繋がるように再開できればいいのですが、全体に見直しが必要になったり、
後戻りしなければならなかったり、不足を補ったり、方向を変えたり、全部やり直したり、中断と再開の継ぎ目でさまざまに工夫や対応、変化
が必要な場合があります。
　面倒ではありますが、そのようにして継ぎ目を乗り越えてものごとを進めて行く中で、改めて頭の中にあった理想的な流れと実際の進行具
合を比べてみたとき、あいかわらずその差を悔やんだりしながらも、思い描いていた理想とはまた別の得難い何かを見出せているのに気づく
ことがあります。
　中断と再開をくりかえしながら力の限り日 を々送る全ての方に観て頂きたい展覧会です。（水田 寛）

左: 《ジャンクション》
2012~2015／80×80cm
キャンバス、油彩

右：《セーターを着た男》
2015／90×105cm
キャンバス、油彩、糸

水田寛
1982　大阪府生まれ
2006　京都市立芸術大学美術学部美術科 油画専攻 卒業
2008　京都市立芸術大学大学院美術研究科 絵画専攻 修了

個展
2015　水田寛 展　ぬかるみのたくらみ（同時代ギャラリー、京都）
2014　水田寛 展　新しい島（trace、京都）
　　　 水田寛 展　歩調（ギャラリーあしやシューレ、兵庫）
2013　水田寛 展　レトロポリス（京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA、京都）
　　　 水田寛 展　日課（ギャラリー恵風、京都）
2012　水田寛 展　渋滞（MEM、東京）
　　　 水田寛　*オープンスタジオ（桂スタジオ、京都）
2011　水田寛 展　ごもくならべ（ギャラリー恵風、京都）
2010　水田寛 展　ふるさと（アートコートギャラリー、大阪）
2008　水田寛 展　かくれんぼ（アートコートギャラリー、大阪）
2007　水田寛 展　石田大成社ホール、京都

主なグループ展
2015　still moving［京都国際現代芸術祭特別連携プログラム／
               京芸Transmit Program #6］（京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA、京都）
2014　なつやすみの美術館 4 　生きている！（和歌山県立近代美術館）
　　　 境谷小学校作品展（京都市立境谷小学校、京都）['13, '12]
2013　京芸 Transmit Program #04 KYOTO STUDIO
                  （京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA、京都）
　　　 日本の絵画の 50 年（和歌山県立近代美術館、和歌山）
　　　 TSCA Rough Consensus（GALLERY 9.5、ホテルアンテルーム、京都）
　　　 大和コレクションⅥ―世界のてがかり―（沖縄県立博物館・美術館）
               京都府美術工芸新鋭展 2013 京都ビエンナーレ（京都文化博物館 、京都）

2012　ACG eyes 5 :Four Paintings‒黒宮菜菜・水田寛・塩入ゆり・新平誠洙      
                  （アートコートギャラリー、大阪）
2011　As long as Rainbow Lasts, Soka Art Center（台北、台湾）
　　　 VOCA 展 2011 現代美術の展望―新しい平面の作家たち
                   （上野の森美術館、東京）
               京都オープンスタジオ 桂 *オープンスタジオ（桂スタジオ、京都）
2010　きょう・せい（京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA[アクア]、京都）
　　　 MOT アニュアル 2010「装飾」（東京都現代美術館）
　　　 京都オープンスタジオ2010　*オープンスタジオ（桂スタジオ、京都）
2009　田中恒子コレクション展 自宅から美術館へ（和歌山県立近代美術館）
               PICA 3（アートコートギャラリー、大阪）
               4 つのアトリエ　*オープンスタジオ（桂スタジオ、京都）
2008　ACG eyes：映像とドローイング―narrative―
                 （アートコートギャラリー、大阪）
　　　  ART AWARD TOKYO 2008（行幸地下ギャラリー、東京）
               是が非の絵画（大和プレスビューイングルーム、広島）
               作品中！（ギャラリー 16、京都）[’ 07]
2007　 PICA 2007（芸大ギャラリー、京都）[’ 06]
　　　  new generation：層の奏で―Playing in Layeres―
                  （アートコートギャラリー仮スペース、大阪）
2006　LOCA2006（芸大アトリエ棟 3F 廊下、京都）
2005　Art Court Frontier 2005 #3（アートコートギャラリー、大阪）

レジデンス
2012-13　京都市立境谷小学校レジデンス

パブリックコレクション
和歌山県立近代美術館、大和ラヂヱーター、一橋大学


